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次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点 25）

造山帯では，かつて海の中で堆積した地層が大山脈を形成している様子が見られる。このことか

ら，20世紀初頭までの地質学者の多くは，地殻が ア 方向に移動する運動があったと考えて

いたが，地殻が イ 方向に移動する運動については否定的であった。一方，ドイツの気象学者

ウ は， エ 大陸の西海岸と オ 大陸の東海岸のかたちが一致することや，異な

る大陸に同じ動植物の化石が存在することなどから，かつて大陸は一つであったと考えた。そしてそ

れが分裂・移動することによって，複数の大陸が存在する現在のような形になったと主張した。この

考えは当時多くの科学者によって否定されたが， ウ の死後 30年以上経った 1960年代末に

は，彼の説を支持するプレートテクトニクスという新しい考え方が生じるに至った。これは，1950

年代になって海底の地形や古地磁気の方位，海洋底（海底の岩石）の年代などが精力的に調べられた結

果であった。

問 1　 ア ～ オ に入る最も適切な語句を，次の語群からそれぞれ 1つ選びなさい。

アセノスフェア　　リソスフェア　　北アメリカ　　南アメリカ

アフリカ　　インド　　オーストラリア　　南極　　北極

東　　西　　南　　北　　ウィルソン　　ウェゲナー

上下　　水平　　ナウマン　　グーテンベルク

問 2　下線部①に関して，年代の決定や地層の対比に役立つ化石のことを何と呼ぶか答えなさい。

問 3　下線部②の大陸の名称を答えなさい。

問 4　下線部③に関して， ウ が提唱した説の名称を答えなさい。

問 5　下線部④に関して，当時 ウ の説が受け入れられなかったのは，大陸が分裂・移動する

原動力がわからなかったことが，最大の理由であった。下線部⑤の考え方では，大陸が分裂・移

動する原動力について，どのように考えられているか 120文字以内で説明しなさい。
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地 学
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問 6　下線部⑤の考え方では，地球の表面は 10数枚のプレートに分けられる。プレートとプレート

の境界は相対的な動きによって 3種類に区分できるが，それぞれの名称と代表例を具体的に答え

なさい。

問 7　下線部⑥に関して，海洋底の年代分布の特徴と，なぜそのようになったのかを 80文字以内で

説明しなさい。
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次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点 30）

図 1は，日本列島の地体構造区分図のうち，九州地方～関東地方の範囲を示している。日本列島の

地体構造区分は，A-A’で示される構造線により，西南日本と東北日本に分けられる。さらに西南

日本は，B-B’で示される構造線によって，北側の ア と南側の イ に分けられる。

図 1内の ウ ， エ ， オ は広域変成帯である。 ウ ， エ は山

口県内にも一部が分布している。 オ は山口県内には分布しないが， エ とともに関東

地方まで長大に分布している。

山口県内の エ の分布地域では，図 2のように鉱物が縞状に配列した組織をもつ変成岩がみ

られる。そして，より北部では鉱物 aを含む変成岩が，より南部では鉱物 bを含む変成岩が分布し

ている。また，この変成岩には新第三紀の火山岩が貫入している。一方，鉱物 aを含む場所よりもさ

らに北側の地域に行くと，チャート・泥岩・砂岩などの堆積岩類が分布しており，それが エ

の変成岩の源岩（変成岩になる前の岩石）であることが知られている。また，その堆積岩類からは，

ジュラ紀の放散虫化石がみつかっている。

一方，四国地方の オ の分布地域では，図 3のように薄く平らに剥
は

がれやすい組織をもつ変

成岩がみられる。また，鉱物 cを含む岩石があることが知られている。なお，a・b・cの鉱物は多形

（同質異像）の関係にある。図 4は，変成作用の温度圧力条件に関する図で，鉱物 a・b・cの安定領

域なども示してある。多形の関係にある鉱物として，石墨と鉱物 dの例も知られており，図 4には

それらの安定領域も示してある。
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図 2　鉱物が縞状に配列した組織をもつ変成岩標本 （スケールは 1円玉）

図 3　薄く平らに剥がれやすい組織をもつ変成岩標本（方眼の一目盛りは 1 cm）
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問 1　A-A’と B-B’の名称を答えなさい。

問 2　 ア ～ オ にあてはまる適切な名称を答えなさい。

問 3　下線部①と②の岩石組織をあらわす用語を答えなさい。

問 4　鉱物 a・b・c・dの名称を答えなさい。

問 5　鉱物 dの説明について，最も適切なものを次の選択肢⑴～⑷の中から 1つ選び，番号で答え

なさい。

⑴　鉱物 dは，ホルンフェルスの中に産する事が多い。

⑵　鉱物 cが高圧条件になると，ひすい輝石＋石英に変化し，さらに高圧になると鉱物 dに変

わる。

⑶　鉱物 dは，モース硬度 10の鉱物である。

⑷　鉱物 dをカリウム－アルゴン法で調べると，形成された絶対年代を知ることができる。

問 6　本文の記述内容から，山口県内における エ の広域変成帯の変成温度条件は，おおよそ

南北どちら側がより高温であると考えられるか，理由と共に説明しなさい。
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問 7　本文の記述内容から， エ の広域変成作用がおきた地質年代として，可能性のあるもの

を次の選択肢⑴～⑸の中から 1つ選び，番号で答えなさい。

⑴　石炭紀

⑵　カンブリア紀

⑶　白亜紀

⑷　ペルム紀

⑸　第四紀

問 8　新第三紀を特徴づける化石を 1つ答えなさい。

問 9　下線部③の説明について，最も適切なものを次の選択肢⑴～⑸の中から 1つ選び，番号で答え

なさい。

⑴　結晶構造は同じであるが，化学組成が異なる。

⑵　化学組成は同じであるが，結晶構造が異なる。

⑶　変形作用の応力の大きさに応じて，別の鉱物に再結晶する。

⑷　H2Oの含有量に応じて，別の鉱物に再結晶する。

⑸　固溶体鉱物なので，化学組成を変化させながら別の鉱物に再結晶する。

問10　変成作用の温度がかなり高くなると，岩石は部分融解（部分溶融）しマグマを生ずるようにな

る。 エ の地域には花こう岩が広く分布しており，その成因には地殻深部の岩石の部分融

解が関係していると考えられている。図 4の中の点線 L-L’の位置は，ある岩石が部分融解し

始めるおおよその条件を示している。地殻深部の岩石の部分融解や，このような融解曲線の位置

の説明に関して，最も適切なものを次の選択肢⑴～⑷の中から 1つ選び，番号で答えなさい。

⑴　岩石に水が加わると，岩石は冷却されるので部分融解しにくくなる。

⑵　H2Oを含まない岩石よりも H2Oに飽和した岩石の方が，融解曲線の位置は低温側になる。

⑶　岩石が強い変形作用を受けると，岩石は押し縮められるので，部分融解しにくくなる。

⑷　岩石が部分融解してマグマができるとき，もとの岩石よりも SiO2成分に乏しいマグマがで

きる。
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次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点 25）

我々は宇宙からみた地球の写真で地球が球形に近いことを知っているが，紀元前の古代ギリシャ人

であるアリストテレスも地球が球形であると考えていた。また，エラトステネスは地球の大きさを求

めている。地球が真の球体であれば，同一子午線上にある 2地点間の緯度差と距離を正確に測ること

で，地球全周が求められる。しかし，地球の形は厳密には球形ではなく偏平な A 体であるこ

とがわかっている。このことは，17世紀イギリスのニュートンが示し，18世紀にフランス学士院に

よって行われた測量調査で実証されている。また，ニュートンの万有引力の法則と重力加速度の値か

ら，地球の質量が求められる。地球全体での平均密度を計算すると，約 ア である。地球のよ

うな太陽の近くを回る惑星は平均密度が比較的 ⅰ ，太陽から離れたところを回る イ

型惑星は平均密度が ⅱ なる。

地球を詳しくみると，内部は異なる物質からなる数層で構成されている。地球表層は地殻と呼ばれ

主に岩石からなるが，岩石の種類や厚さは大陸と海洋では異なる。地殻の厚さは地球半径の 1/100に

も満たない。大陸地殻は密度 ウ 程度の エ 質の岩石が主体である。一方，海洋地殻は

ほとんどが オ 質の岩石からなる。この岩石は エ 質の岩石よりも密度は少し ⅲ

なる。地殻を構成する元素を重量比でみると，約半分が B で，約 1/4が C ，次に多

いのは D である。地殻の下で，地震波の速度が急激に変化する境界が知られている。この境

界より下がマントルである。この層を構成する元素の割合は，地殻のものとは異なる。マントルは深

さ約 E kmまで続き，鉱物の変化に起因した階段状の地震波速度の変化もみられる。上部は

カ 質岩石と考えられている。深さ約 E kmから，地球の中心までが， F と

呼ばれている。この部分は，元素的には主に G からなる キ で構成されるが，約

H kmを境に，外側が ⅳ 状態，内側が ⅴ 状態と考えられている。

問 1　文中の A ～ H に入る最も適切な語句や数値を，答えなさい。

問 2　文中の ア ～ キ に入る最も適切な語句を，次の語群から選び，答えなさい。

 水星 火星 木星 土星

 2.5 g/cm3 2.7 g/cm3 2.9 g/cm3 3.0 g/cm3

 3.3 g/cm3 4.5 g/cm3 5.5 g/cm3 7.5 g/cm3

 花こう岩 安山岩 玄武岩 かんらん岩

 金属 岩石 絶縁体 固体
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問 3　文中の ⅰ ～ ⅲ には，「高く」または「低く」が入る。それぞれ適切な方を選び，

答えなさい。

問 4　文中の ⅳ および ⅴ には，「固体」または「液体」が入る。それぞれ適切な方を選

び，答えなさい。

問 5　下線部①の根拠として，紀元前の時代でも成り立つ観測事実が複数知られている。そのうちの

一つを答えなさい。

問 6　下線部②に関連して，夏至の日の正午に，エジプトのアレキサンドリアのほぼ真南にあるシエ

ネでは，太陽が真上にあったが，アレキサンドリアでは，太陽が真上から 7.2°南に傾いてい

た。アレキサンドリアとシエネとの間の距離を 925 kmとして，エラトステネスの方法に準じて

地球の全周の長さ〔km〕を求めなさい。

問 7　下線部③の調査では，緯度差 1°あたりの経線弧の長さを異なる地点で測量した。この測量を

低緯度と高緯度の 2地点で行った際の結果を表す記述として，最も適切なものを次の⒜～⒞の中

から 1つ選び，記号で答えなさい。

⒜　高緯度と低緯度で，経線弧の長さは変わらない。

⒝　高緯度では，低緯度に比べ，経線弧の長さは短い。

⒞　高緯度では，低緯度に比べ，経線弧の長さは長い。

問 8　下線部④に関連して，地球上で求めた平均の重力加速度は 9.8m/s2であった。地球が半径

6400 kmの均質で完全な球体であるとし，かつ自転の影響を無視して，地球の質量〔kg〕を求めな

さい。ただし，万有引力定数を 6.7× 10-11 m3/（kg･s2）とし，計算過程も示しなさい。

問 9　下線部⑤に関連して，地震波の速度が急激に変化する境界の名称を答えなさい。

問10　下線部⑥に関連して，地殻とマントルにおける元素の存在比の関係を表す記述として適切なも

のを 2つ選び，記号で答えなさい。

⒜　Mgは地殻とマントルに同程度，重量比で約 10％存在する。

⒝　Mgは地殻よりもマントルに多く存在する。

⒞　Mgはマントルよりも地殻に多く存在する。

⒟　Caは地殻とマントルに同程度，重量比で約 4％存在する。

⒠　Caは地殻よりもマントルに多く存在する。

⒡　Caはマントルよりも地殻に多く存在する。
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次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。（配点 20）

地球表層の水の約 97％は海水である。陸地にある水の大部分は ア であり，次いで イ

が多い。地球表層の水は，状態を変えながら循環しており，海洋から蒸発した水の一部は，水蒸気や

雲として陸上に運ばれ，降水となって地表に降り，河川などの流水となって再び海水に戻る。海洋で

は，蒸発量が降水量を ウ が，水蒸気の移動や河川からの流入などを加えると，全体として収

支が釣り合っている。

水は地球表層で，気体（水蒸気），液体（水），固体（氷）と状態を変える。水蒸気を含む空気塊が周囲

の大気より高温になり密度が小さくなって浮力で上昇すると，気圧の低下にともなって膨張し，空気

塊の温度が下がる。温度が エ に達すると，水蒸気は飽和する。飽和した水蒸気は塵
ちり

などを核

として凝
ぎょうけつ

結し，雲粒や氷
ひょう

晶
しょう

が形成される。これらが成長して雨粒となり，落下すると地表で雨と

なる。日本付近では，温帯低気圧からのびる前線に沿った上昇気流により雲ができ，雨が降ることが

多い。

前線が停滞する場合や，温帯低気圧や台風などが接近し南からの湿った暖かい空気が流入した場合

に，大雨が降ることがある。比較的狭い地域に短時間に集中して降る大雨のことを集中豪雨という。

集中豪雨は積乱雲が次々と発生・発達して起こることが多い。大雨が降ると洪水，崖崩れや山崩れ，

土石流，地すべりなどが発生し，災害を引き起こすことがある。

問 1　文中の ア ～ エ に入る最も適切な語句を答えなさい。

問 2　下線部①に関連して，水の循環と酸素の同位体比の関係を説明し，これを利用して過去の地球

環境を推定する方法を 1つ説明しなさい。

問 3　下線部②に関連して，「暖かい雨」と「冷たい雨」のそれぞれのしくみについて，説明しなさい。

問 4　下線部③に関連して，日本付近における温帯低気圧と前線に関する記述として最も適切なもの

を，次の⒜～⒟の中から 1つ選び，記号で答えなさい。

⒜　温帯低気圧の東側では冷たい北風が吹き，西側では暖かい南風が吹く。

⒝　温帯低気圧の西側では南の暖気と北の寒気の境に寒冷前線ができ，そこで積乱雲が発達して

激しい雨が降ることがある。

⒞　温暖前線が通過すると気温や風向が急変するが，寒冷前線が通過するときには気温や風向の

急変は観測されない。

⒟　温帯低気圧は低緯度の太平洋上で発生する。
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問 5　下線部④の台風に関する記述として最も適切なものを，次の⒜～⒟の中から 1つ選び，記号で

答えなさい。

⒜　北太平洋西部の海上で発生する熱帯低気圧のうち，最大風速が約 15m/sを超えたものを台

風という。

⒝　台風のエネルギー源は，暖かい海から蒸発した大量の水蒸気が凝結するときに放出する潜
せん

熱
ねつ

である。

⒞　台風が接近する際には，気圧の低下により海面が上昇し，かつ強い南風により海水が湾の奥

に吹き寄せられて海面が異常に高くなり，津波による被害が生じることがある。

⒟　台風は，太平洋高気圧周辺の反時計回りの流れに乗って北上し，日本付近に接近することが

ある。

問 6　下線部⑤の「地すべり」について，現象の特徴を説明しなさい。
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